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盛
り
上
げ
よ
う
市
民
参
加
で

　
十
一
月
二
十
一
日
出
か
ら
二
十
五
日
南
ま
で
太
陽
が
丘
と

西
宇
治
公
園
で
、
六
十
三
年
京
都
国
体
の
サ
ッ
カ
ー
競
技
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
が
開
催
。
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、
全
国
レ
ベ

ル
の
競
技
会
を
国
体
の
会
場
地
に
招
い
て
、
本
番
同
様
に
行

う
も
の
で
す
。
八
月
上
旬
に
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
水
泳
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
前
回
と
同
様
、
全
国
か
ら
の
選
手

団
や
関
係
者
に
温
か
い
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
サ
″
カ
ー
競
技
は
、
第

二
十
三
回
全
国
社
会
人
サ
″
カ
１

選
手
権
大
会
を
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

と
し
て
、
本
市
と
久
御
山
町
の
共

雙
μ
い
床
ｙ
。
こ
の
大
会
で
は
、

全
国
の
地
区
大
会
歪
砲
の
成
績

を
お
冷
め
た
二
土
ハ
チ
ー
ム
と
、

開
催
地
代
表
の
Ｉ
チ
ー
ム
の
計
二

十
七
矛
・
‐
ム
が
参
加
。
右
下
表
の

日
程
で
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に

よ
ひ
勝
敗
か
競
い
ま
す
。
開
催
地

京
都
か
ら
は
、
関
西
地
区
大
会
で

出
場
権
忿
肘
た
「
京
都
紫
光
ク
ラ

ブ
」
と
、
京
都
社
会
人
サ
″
カ
ー

連
盟
代
表
の
「
三
菱
自
工
京
都
」

の
ニ
チ
ー
ム
が
出
拗
ｙ
ヂ
。

○
賦
合
時
間
は
八
十
分

　
試
合
時
間
Ｊ
、
す
べ
て
八
十
分

で
す
が
、
勝
敗
が
決
ま
ら
な
い
場

合
は
二
十
分
の
延
長
、
な
お
決
ま

ら
な
い
場
合
は
Ｐ
Ｋ
方
式
で
決
定
。

優
勝
戦
の
場
合
は
Ｐ
Ｋ
方
式
は
採

ら
ず
、
再
度
二
十
分
の
延
長
を
行

い
、
決
ま
ら
な
い
場
合
は
両
チ
ー

ム
共
優
勝
と
な
り
ま
す
。

○
競
技
会
場
は
西
宇
治
公
園
と
太

　
陽
が
丘

　
競
技
会
場
は
、
本
市
と
久
御
山

町
と
で
四
ヵ
所
。
本
市
で
は
、
太

陽
が
丘
墜
良
技
場
と
西
宇
治
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ニ
カ
所
で
竹
わ

れ
未
丁
。

　
開
会
式
に
は

　
小
・
中
学
生
が
活
躍

　
開
会
式
は
、
十
一
月
二
十
一
日

1
1
月
2
1
日
（
土
）
～
2
5
日
（
水
）

　
太
陽
が
丘
・
西
宇
治
公
園

出
、
午
前
八
時
二
十
分
か
阜
諮

が
丘
陸
上
競
技
場
で
開
催
。
そ
れ

に
先
立
っ
て
午
前
八
時
か
ら
は
、

四
小
学
校
（
宇
治
・
南
部
・
伊
勢
甲

横
島
）
児
童
二
百
五
十
五
人
に
よ

る
金
管
バ
ン
ド
の
集
団
演
技
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
開
会
式
で
は
五
中
学
校

　
（
宇
治
、
宗
高
、
広
野
策
宇
治
、

木
幡
）
吹
奏
楽
部
傷
晋
号
十
四

人
が
式
典
音
楽
か
演
奏
。
更
に
、

型
易
連
盟
（
宇
治
朝
霧
コ
ー
ラ

ス
、
宇
治
市
民
混
声
合
唱
団
、
紫

陽
花
コ
ー
ラ
ス
、
宇
治
幼
稚
園
コ

ー
ラ
ス
愛
、
や
ま
ぷ
き
コ
ー
ラ
ス
）

の
皆
さ
ん
が
合
唱
隊
と
し
て
参
加

し
ま
す
。

　
特
に
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
全
国
か
ら
の
大
勢
の

人
の
前
で
出
演
す
る
の
は
初
め
て

の
こ
と
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
声
援
乍
式
じ
ぐ
お
願

い
し
ま
す
。

サッカー競技リハーサル大会の日程表
(全国社会人サッカー選手権大会)
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太陽が丘

陸上競技上

1回戦3試合

10:00-

11:40-

13:20-

2回≪2試合

10:30～

12 : 10～＼
準決勝

　　l試合

10:30～＼
西宇治公園

l回戦3試合

10:40～

12:20 ～

14:00～

2回戦2試合

10:30～

12:10～

準々決勝

　　2試合

10:30～

12 : 10～

＼＼
中央公園

(久御山町)

1回戦3試合

10:40～

12:20～

14 : 00-

2回戦2試合

10:30-

12 : 10～＼
準.決勝

　　1試合

10:30～

決勝l試合

10 : 30～

NTT　淀

総合運動場

(久御山町)

1回≪2試合

10:40-

12:20～

z回戦2試合

10:30-

12:10-

準々決勝

　　2試合

10:30～

12: 10～

＼＼

国
体
式
典

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
募
集

　
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会
宇

治
市
実
行
委
員
会
で
は
、
本
市
開

催
競
技
（
水
泳
・
サ
″
カ
ー
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
と
矩
火
リ
レ
ー
な
ど
）

式
典
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
タ
募
集
し

濠
ｆ
ｙ
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
経
験
不
問
。

奮
っ
て
ご
応
募
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
応
募
資
格
…
Ｏ
市
内
に
在
住

し
、
昭
和
6
2
年
1
1
月
Ｈ
日
現
在
で

1
8
歳
以
上
3
5
歳
ま
で
の
女
性
Ｏ
国

民
体
育
大
会
終
了
ま
で
の
期
間
に

行
う
、
研
修
心
一
・
練
習
会
・
式
典

放
送
な
ど
に
従
事
出
来
る
こ
と
▼

★
選
手
団
な
ど
の
円
滑
な
輸
送

　
に
ご
協
力
を

　
会
場
が
久
御
山
町
を
含
め
て

四
ヵ
所
に
な
り
‘
手
］
。
選
手
団

な
ど
は
試
合
ご
と
に
各
会
場
を

行
き
来
し
康
す
。
池
恐
駐
車
の

防
止
を
は
じ
め
、
関
係
車
両
を

優
先
し
て
い
た
だ
げ
る
ぷ
コ
、

お
願
い
し
康
す
。

★
大
会
会
場
へ
の
ご
来
場
は
路

　
線
バ
ス
な
ど
で

　
西
宇
治
公
園
は
も
ち
ろ
ん
、

募
集
期
間
：
八
月
1
1
日
㈹
～
2
1
日

出
必
着
▼
５
募
方
法
・
問
い
合
わ

せ
・
・
・
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、

第
4
3
回
国
民
体
育
大
会
宇
治
市
実

行
委
員
会
事
務
局
式
典
係
（
〒
6
1
1

宇
治
折
居
2
4
、
宇
治
市
国
体
事
務

局
内
・
豊
⑩
３
５
２
１
・
⑩
7
8

3
1
）
へ
▼
選
考
…
1
2
月
中
旬
に

実
行
委
員
会
が
行
い
ま
ず
▼
そ
の

他
・
：
ｏ
研
凭
T
6
2
年
度
中
に
５

回
程
度
○
報
酬
＝
無
し
。
た
だ
し
、

交
通
費
と
練
習
心
一
に
要
す
る
経
費

は
支
給
し
示
ｙ
。

太
陽
が
丘
も
駐
車
場
の
余
裕
が

あ
り
ま
せ
ん
。
会
場
周
辺
の
交

通
緩
和
の
た
め
に
も
、
自
家
用

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
罵

★
市
役
所
業
務
も
繁
忙
。
ご
理

　
解
と
ご
協
力
を

リ
ｙ

大
勢
の
市
職
員
が
大
会
運
営
に

従
事
し
未
了
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
ご
墟
恐
を
お
掛
け
し
ま
す

が
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
未
ｙ
。

　
市
で
は
、
京
都
国
体
を
契
機

に
「
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て

走
う
記
落
市
市
民
運
勲
を

展
開
。
こ
の
運
動
の
推
進
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
そ
こ

で
今
回
か
ら
「
市
民
運
即
に
つ

い
て
の
取
ぴ
組
み
な
ど
を
、
シ

リ
ー
ズ
で
お
話
し
し
求
ｆ
ｙ
。

　
　
　
　
　
◇

　
千
年
の
歴
史
と
文
化
政
祐
り
、

緑
豊
か
な
美
し
い
自
然
に
恵
ま

れ
た
宇
治
。
本
市
で
は
、
こ
の

素
時
ら
し
い
環
境
の
下
に
明
る

ぐ
健
康
で
豊
か
な
町
つ
く
り
を

進
め
よ
フ
と
、
昭
和
四
十
五
年

～
毎
月
2
3
日
は
歩
民
デ
ー
～

　
歩
こ
う
会
に
参
加
し
よ
う

　
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走

る
つ
府
民
運
動
推
進
協
議
会
で

は
、
毎
月
二
十
三
日
を
ぶ
民

（
ふ
み
ん
）
デ
ー
と
定
め
、
府

民
は
み
ん
な
歩
民
（
歩
く
人
）
に

な
う
っ
と
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　新しい歴史に向かって走ろう

秋の市民運動推進期間

美しく心ふれあうまちづくり

　11月15日(日)～29日(日) 　
市
で
は
、
こ
の
趣
旨
に
祗
つ

息
落
市
歩
こ
之
習
主
体
と

な
っ
て
、
「
歩
民
デ
ー
・
第
一
回

歩
こ
"
C
ｖ
i
K
j
を
行
い
未
了
。

　
参
加
は
自
由
で
す
。
み
ん
な

で
京
都
歩
民
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

に
「
市
民
憲
章
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
市
民
思
章
に
の

っ
と
り
明
る
ぐ
住
み
よ
い
町
つ

く
り
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
、
各
種

機
関
や
団
体
な
ど
で
展
開
洽
れ

て
い
康
司

　
昭
和
六
十
三
年
に
は
、
京
都

国
体
が
開
催
。
二
巡
目
の
初
回

m
る
こ
の
大
会
は
、
単
な
る

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
具
に
終
わ
ら
せ

る
の
で
は
な
ぐ
「
郷
土
発
展
の

重
要
な
取
り
組
み
と
し
て
、
未

来
へ
向
け
た
郷
土
づ
く
り
の
ス

テ
ッ
プ
」
と
な
る
よ
之
旨
一
付

け
て
い
未
了
。

　
市
で
は
、
わ
が
国
最
大
の
こ

の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
夕
運
営
し
、

ま
た
全
国
か
ら
の
多
数
の
来
訪

者
を
温
か
ぐ
迎
λ
る
こ
と
を
契

機
と
し
て
、
〈
「
後
の
町
つ
く
り

へ
向
け
て
の
取
り
組
み
か
盛
り

上
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ホ
ヂ
。　

▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
2
3
日
㈲
、
午

前
1
0
時
出
発
（
雨
天
中
止
）
▼
集

合
場
所
・
：
宇
治
市
役
所
前
庭
▼

コ
ー
ス
…
市
役
所
ト
太
陽
が
丘

（
野
鳥
の
森
こ
近
び
の
森
）
の
約

７
ぺ
現
地
解
散
ｙ
参
加
費
・
：

無
料
▼
持
参
品
・
・
・
弁
当
、
水
筒

な
ど
▼
服
装
…
軽
装
、
運
動
靴

な
ど
で
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
宇
治

市
市
民
運
動
推
進
協
議
＆
一
事
務

局
（
容
⑩
3
5
2
1
）
へ
。

★クリーン宇治運動

　　青少年ｸI)-ﾝ宇泊運動

　　11月15日(日)

　　９:00～11:00

　　宇治川周辺などで

★親切・あいさつ運動

787

明るく豊かな町づくり

国体を契機に活性化

大会期間中の

ご協力とお願い

みんなの市民運動

　63年
京都国体

リハーサル大会を開催　

サッカー競技



i5（ だ よ り 1987年（昭和62年) 11月ｎ日発行（2)

る人件費の割合

l会計当初予算より）

(3)職員給与費の内訳

　(昭和62年度普通会計当初予算より)

(8)一般行政職の級別職員数の状況

職員１人当たり

年間給与費は539万円

(62年４月１日現在)

区　　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 8級 9級 計

標準的な職務内容 主　事　等 係長
主査
主任
主幹
課長
室長
部長
次長
参事
／

職　　　　貝　　　　数 3人 38人 47人 185人183人121人 32人 48人 21人 678人

構　　　　成　　　　比0A% 5.6% 6.9％27.3％27.0％17.9％ 4.7％7.1％3.1％100％

参　考
１年前の構成比0.5％4.8％8.2％33.5％- 38.6％ - 11.4％ 3.0％100％

５年前の構成比1.5％3.6％12.3％36.8％- 33.6％ - 9.4％2.8％100％

※1.本市の給与条例に基づく給料表の級の区分による職貝数です。60年７月から宇治市

　　　職員の給料表を国の行政職俸給表(－)の再編に準して, 7等級制から９級制に改め

　　　ています。また、本年４月１日から主事等の６級ワタリを廃止し、主事等は５級ま

　　　でとしています。
　2 .標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

{9)職員手当の状況　

①期末・勤勉手当の支給割合

区　　　　分
本　　　　市 国

期　　末 勤　　勉 期　　末 勤　　勉

61年度

支給割合

６月期 1.4月分 0.5月分 1.4月分 0.5月分

12月期 1.9月分 0.6月分 1.9月分 0.6月分

３月期 0.5月分　． - 0.5月分 -

計 3.8月分 1.1月分 3.8月分 1.1月分

②退職手当の状況

区　　　分
本　　　　市 国

自己都合 特退・定年 自己都合 勧奨・定年

62年４月１日

現在の支給率

勤続20年 23.4　月分 38.55月分 21.0月分 28.875月分

勤続25年 33.675月分 52.38月分 33.75月分 44.55月分

勤続35年 53.125月分 74.22月分 47.5月分 62.7　月分

最高限度額 66.9　月分 74.22月分 60.0月分 62.7　月分

その他の加算措置 制　度　な　し 定年前早期退職特例措置
　　（2％～20％加算）

退職時特別昇給 原則１号給 １号俸

１人当たり平均支給額
自己都合429万円(平均勤続年数14年)

特退･定年2,315万円(平均勤続年数27年)
-

※1.本市の特退とは特別希望is.職のことであI),年齢50歳以上の職貝を対象とする退職

　　　制度です。

　2 . 1人当たり平均支給額は、61年度に退職した全職種に係る職貝に支給された平均額
　　　です。なお、国の平均支給額は公表されていません。

　3 .本市の退職手当の支給率は、国と同じ支給率とするため年度ごとに段階的な引き下

　　　げを行う措置を図っています。この措置により、最高支給額を例にとりますと, 65

　　　年４月１日には, 62.7月分となります。

③調整手当の支給状況 (62年４月１日現在)

支給対'象地域 宇治市内全域

支給対象職員 全職貝（1,373人）

支　　　給　　　率 s％

国　　の　　制　　度

(宇治市内の官署の支給率)
　　　　　３％
ただし、官署指定により
10％支給官署あり

支給対象職貝１人当た
り平均支給月額
　(61年度決算見込額)

　　21,408円
(年額256,900円)

※1.調整手1とは。物価などの水準か特に高い

　　　地域に勤務している職貝に支給される手当

　　　で、民間の地域差手当(都市手当等泌相当

　　　するものです。

　2.国では、大都市及びその近郊の官署に勤務

　　　する職貝に支給されています。大都市の支

　　　給率の一例を示しますと、東京都の特別区、

　　　横浜市、川崎市、名古屋市、京都市、大阪

　　　市、神戸市は10％、福岡市、北九州市は６

　　　0/札幌市、広島市は3%となっています。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
～
職
員
の
給
与
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
そ
の
内
容
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
市
職
員
の
給
与

は
、
地
方
公
務
員
法
で
定
め
ら
れ
た
給
与
決
定
の
原
則
に
従

っ
て
、
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
五
十
六
年
度
か
ら
適
正
な
給
与
水
準
に
す
る
た

め
適
正
化
の
措
置
を
実
施
し
て
来
ま
し
た
。
本
年
度
は
。
①

仝
職
員
の
定
期
昇
給
一
律
六
ヵ
月
延
仲
、
②
初
任
給
の
一
号

給
引
き
下
げ
、
③
五
十
八
歳
以
上
の
職
員
の
定
期
昇
給
延
仲
、

④
主
事
等
の
六
級
ワ
タ
リ
廃
止
の
四
つ
の
給
与
適
正
化
措
置

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
お
知
ら
せ
す
る
給
与
な
ど
は
、

す
べ
て
の
税
や
各
種
保
険
料
な
ど
を
引
く
前
の
額
で
、
実
際

の
手
取
り
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④時間外勤務手当の支給状況

区　　　　分 61年度決算見込額 60年度

支　　給　　総　　額 301,908千円 288,094千円

職貝１人当たり支給月額 18,351円（年額220,210円） 17,347円（年額208,161円）

⑤特殊勤務手当の支給状況

区　　　　　分 全　　　職　　　種

職貝全体に占める手当支給職貝の割合 42.5％

支給対象職員１人当たり平均支給月額 8,484円（年額101,802円）

手当の種類（手当数） 19種

代表的な

手当の名称

支給額の多い手当 消防職員手当、ごみ収集作業手当、
屋外における直接労務手当

多くの職貝に
支給されている手当

技術職貝手当、消防職貝手当
ごみ収集作業手当

⑥扶養･住居･通勤手当の支給内容及び国の制度との相違点 (62年４月１日現在)

区　分 内　　　　　　容 国の割度との異同 国の制度と異なる内容

扶養手当

配　偶　者　　　　　　　　15,000円

配偶者以外の扶養親族

　（子・その他）　　　　　　4,500円

配偶者のない職貝の扶養

親族１人目　　　　　　　　10,000円

異なる
配偶者以外の扶養親族のうち３人目
以上
　本市4,500円　　国1,000円

住居手当
借家･借間　最高支給限度額　15,000円
自己所有家屋取得５年未満　　2,500円

　　　　　　　取得５年以上　　1,000円
異なる
住居手当が支給されない借家・借間
の家賃額
本市3,000円以下　国9,000円以下

通勤手当

全額保障限度額　　　　　　24,000円
全額保障限度額を超える場合
は超える額のＭを加算

異なる

本市　交通用具利用者も交通機関利
　　　用者に準じて支給

最高支給限度額　国　24,000円
　　　　　　　　本市24,000円を超
　　　　　　　　　　える額は％を
　　　　　　　　　　加算する

(10)特別職の報酬等の状況

※金額は、いずれも月額です

(62年10月１日現在)

区　　　分 給　　料　　月　　額　　等

給　　　料

市　長 800,000円

助　役 660,000円

収入役 580,000円

報　　　酬

議　長 480,000円

副議長 440,000円

議　貝 400,000円

期末・勤勉

手　　　当

区　　　　分 期　　末 勤　　勉

市　長

助　役
収入役

61年度

支給割合

６月一期 1.4月分 0.5月分

12月期 1.9月分 0.6月分

３月期 0.5月分 -

計 3.8月分 1.1月分

議　長
副議長
議　貝

61年度

支給割合

６月期 1.4月分 -

12月期 1.9月分 -

３月期 0.5月分 -

計 3.8月分 -

※市長等三役及び市議会議貝の給料月額等は、市長が特別職報酬等審議会に諮問し、同審

　議会から出される答申を基に議会の議決を経て改定されます。59年４月１日以降改定が

　なく据え置かれていた額を本年10月１日に改定していまず。

788

　
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
職
員
の
給
与



市　　ilﾐ治宇（3）第791号

(2)当初予算額に占め

　　　(昭和62年度普通

田決算額に占める人件費の割合

　　　(昭和6i年度普通会計決算見込より)
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★文化センター

　文化会館小ホール

　中央公民館展示集会室

　　　　　　交流ロビー

★11月29日（日）

★正午に開場

催し物の案内

入場多数の場合は

　入場制限を行い

ます

職員給与費i

19億5.484万円(7.4％)

※1.その他の人件費には、共済費、退職手当、特別職(市長・議貝など)

　　　に支払った給料、報酬などが含まれています。

　2 .市が雇用する臨時職貝の賃金は、人件費には含まれていません。

(4)ラスパイレス指数及び退職手当支給率の推移と各年の給与適正化措置

＞ぐじ 56 57 58 59 60 61 62

ラスパイレス指数 120.6 117.1 116.7 115.1 113.9 110.7 108.7
(試算)

退職手当支給率

最高限度額

勤続40年以上

99.06月分

勤続40年以上

　93.34月分

勤続40年以上

87.62月分

勤続35年以上

　81.9月分

勤続35年以上

　81.9月分

勤続35年以上

　78.06月分

勤続35年以上

　74.22月分

給与及び退職手

当の適正化措置

(1)給料表の―

　律上積額全

　廃

(2)主事等のワ

　タリ是正

　(主事等は3

　等級まで)

(3)扶養手当の

　一律上積額

　削減

m初任給の短

　縮措置削減

(2)住居手当の

　一律上積額

　削減

(3)扶養手当の

　一律上積額

　全廃

(4)退職手当の

　是正

　57年～59年

　の３ヵ年計

　画

-

(l)初任給の短

　縮措置削減

(2)住居手当の

　一律上積額

　削減

(1)全職貝の定

　期昇給l年

　間延伸

(2)初任給の短

　縮措置全廃

(3)住居手当の

　一律上積額

　全廃

田退職手当の

　是正

　61年～65年

　５ヵ年計画

　65.4.1国

　並みの支給

　率に是正

咄常勤特別職

　の退職手当

　支給率削減

(1)全職貝の定

　期昇給6ヵ

　月間延伸

{2)初任給の１

　号給引き下

　げ

(3)58歳以上の

　職貝の定期

　昇給延伸

(4)主事等の６

　級ワタリ廃

　止

※1.ラスパイレス指数は。地方公共団体の職貝構成が、国と同一であると仮定した場合

　　　に、国の給料額を100として求められる数値です。

　2 . 62年度の数値は、本市が独自で試算したものです。

　3 . 58年度は、本市独自の給与適正化措置は実施していませんが、57年度から59年度ま
　　　では国家公務貝の給与改定が人事院勧告どおり実施されなかった措置に準じて。本

　　　市も同様の措置を行いました。57年度の給与改定は不実施。58年度及び59年度は、

　　　人事院勧告に準じた給与改定率を削減して実施しました。

一

一

】

一

一

一

一

】

一

一

一

一

一

一

【

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

】

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

】

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

【

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

】

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

【

一

一

】

【

一

一

一

一

一

一

一

一

一

】

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

】

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

】

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

　　　　主催

人形砲フェスティバル実行委員会う

　　　問い合わせ＼　　，

　中央公民館(a⑩Mii)

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
〈
車
い
す
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
〉

　
▼
と
き
・
・
1
1
月
2
9
日
面
、
午
前

８
時
半
集
合
、
午
後
５
時
解
散
（
い

ず
れ
も
総
合
福
祉
会
館
前
）
▼
行

き
先
・
：
伊
丹
空
港
、
日
本
民
家
集

落
博
物
館
ｙ
対
象
・
：
車
い
す
利
用

者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た

だ
け
る
人
▼
参
加
費
・
・
・
車
い
す
利

用
者
五
百
円
、
ボ
ラ
ン
テ
＞
-
ア
ニ

〈交流の広場〉中央公民館展示集会室

①うたとパネルシアター(やまぶき約音楽隊)

②紙芝居と腹話術(宇冶おもちゃ箱)

③パネルシアター(歌駕旨ん?ﾝ一門

④人形劇(人形mサークル゛とらごろう､､)

⑤ぬいぐるみ(やまぶきサークル)

〈発表の広場〉文化会館小ホール

①人形lSlI(人形mサークル｀｀とらごろう。)

②ブラ･･/クシアター(で昌品よｸﾞ一門

③人形劇(サークル｀｀結､､)

④ぬいぐるみ(やまぶきサークル)

⑤人形劇(酉小倉幼稚園田の会ヽヽまあだだよ､､)

⑥A形劇(小倉子ども人形劇団)

(Z人形劇(人形劇サーワル｀｀ラディッシュ､､)

⑧大型ぬいぐるみ劇(宇治幼稚園｀｀つぽみの会､､)

〈展示の広場〉中央公s,館交流ロビー

①フェスティバルの歴史(実行委員会)

②人形の展示(赤いふうせん)

③ビデオコーナー(映画同好会)

百
円
（
博
物
館
入
場
料
と
昼
食
費

含
む
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
：
1
6
日
囲
ま
で
に
掟
羅
祉
協
議

会
（
豊
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

　
な
お
、
自
宅
か
良
竪
扁
祉
会

館
ま
で
の
往
復
に
４
通
が
必
要
な

車
い
す
利
用
者
に
は
、
可
能
な
限

り
送
迎
奎
竹
い
求
丁
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
中
央
図
書
館

　
児
童
書
の
展
示

　
「
と
仝
｛
ん
か
あ
さ
ん
お

し
ご
と
ご
ぐ
る
り
さ
ん
｝
を
テ
ー

マ
に
、
勤
労
感
謝
の
日
（
十
一
月

二
十
三
日
）
に
ち
な
ん
で
、
仕
事
の

本
を
展
示
。
仕
事
や
家
事
に
つ
い

て
の
読
み
物
や
絵
本
な
ど
を
た
く

さ
ん
用
意
し
ま
し
た
。
期
間
は
十

一
月
十
一
日
田
か
ら
十
二
月
二
十

七
日
㈲
ま
で
。
　
（
中
央
図
書
館
）

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
予
　
防
　
接
　
種

　
十
一
月
十
八
日
田
か
ら
、
市
内

十
会
場
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
が
始
ま
り
ま
ず
。
日
程
や

会
場
な
芦
謹
し
ぐ
は
、
六
十
二
年

度
版
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び

き
」
の
保
健
予
防
年
間
日
程
表
を

ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
（
希
望
ず
る
人
）
・
：
○
保

育
所
、
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
３

歳
以
上
の
幼
児
○
小
・
中
学
校
で

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
児
童
・
生
徒

▼
持
参
品
・
・
・
印
鑑
。

　
な
お
、
当
日
は
必
ず
体
温
か
計

り
、
保
護
者
同
伴
で
お
越
し
ぐ
だ

さ
い
。
灸
蕩
共
・
車
で
の
采
場

は
ご
遠
慮
を
。
　
（
保
健
予
防
課
）

　
糖
尿
病
の
集
い

　
▼
と
き
・
・
・
‥
１
１
月
1
4
日
出
、
正
午

～
午
後
４
時
▼
保
健
医
療
セ
ン
タ

人
市
役
所
前
）
▼
内
容
・
：
○
講
演

「
糖
尿
病
養
生
の
秘
決
」
・
大
津
ル

’
・
‐
テ
ル
病
院
院
長
榊
田
博
さ
ん
Ｏ

糖
尿
病
に
関
す
る
映
画
○
糖
尿
病

患
者
の
お
や
つ
に
つ
い
て
の
試
食

と
説
明
・
ユ
ニ
チ
カ
中
央
病
院
栄

(62年４月１日現在)a職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況

区　　分
一　般　行　政　職 技能労務職

平均給料月額平均給与月額平均年齢 平均給料月額平均給与月額平均年齢

本　　市 250,933円 325,517円 37.5歳 258,133円 315,971円 44.0歳

国 236,872円 - 39.6歳 215,689円 - 47.5歳

養
士
小
川
悦
子
さ
ん
○
食
品
展
示
、

食
事
指
導
、
健
康
相
談
、
検
尿
、
血

圧
測
定
▼
主
催
・
・
・
宇
治
久
世
医
師

会
。

　
な
お
、
今
年
は
昼
食
の
用
意
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
（
保
健
予
防
課
）

　
憲
法
と
人
権
を

　
　
　
考
え
る
つ
ど
い

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
2
1
日
出
、
午
後

Ｌ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
京
都
会
館
会

議
場
（
京
都
市
左
京
区
岡
崎
）
▼
講

演
・
・
・
「
人
間
を
老
え
る
」
―
作
家
藤

本
義
一
さ
ん
・
「
現
代
に
お
け
る
人

権
論
の
特
徴
と
課
題
」
―
京
都
大

学
法
学
部
教
授
佐
藤
幸
治
さ
ん
▼

入
場
・
・
・
無
料
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
京

都
弁
護
士
会
（
Ｓ
０
７
５
叫
2
3

3
5
）
へ
▼
主
催
・
・
・
京
都
弁
護
士

会
。
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
５
日
出
、
６
日

間
、
1
2
日
出
、
1
3
日
間
（
い
ず
れ
も

午
後
１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
東

給料とは、いわゆる本給(基本給)であり、給与とは、本給と諸手当の合計額です。

諸手当には、扶養手当、住居手当、通勤手当、調整手当.時間外勤務手当.特殊勤

務手当。管理職手当などが含まれています。

※1.

２。国の一般行政職は、行政職俸給表ヨ、技能労務職は、行政職俸給maの適用職貝で

　　す。国の平均給与月額は公表されていません。

山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
対
象
…

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
（
中
学
生

以
上
の
初
心
者
）
▼
定
員
・
：
4
5
大

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
二
千
円
▼

申
し
込
み
・
問
ｋ
Ｂ
せ
・
：
参
加

費
を
添
え
て
如
宇
治
市
体
育
協
会

（
黄
栞
公
園
内
・
豊
⑩
1
9
0
5
）

へ
。
▼
主
催
・
：
宇
治
市
テ
ニ
ス
協
会
。

　
　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
市
民
綱
引
き
大
会

　
扇
早
の
部
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、

三
月
二
十
日
㈲
に
開
か
れ
る
「
府

民
ト
リ
ム
の
つ
ど
い
」
の
、
綱
引
き

の
部
に
本
市
代
表
と
し
て
出
場
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
未
了
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
６
日
面
、
午
前

８
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
中
学
校

体
育
館
▼
対
象
・
チ
ー
ム
編
成
…

男
・
女
各
チ
ー
ム
共
、
1
2
月
６
日
現

在
で
満
1
6
歳
以
上
。
男
子
は
市
民
。

女
子
は
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
。
監
督
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
各
―

人
、
選
手
―
大
、
交
代
選
手
―
人
の

合
計
１
９
一
人
（
監
督
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

(62年４月１日現在)am員の初任給の状況

区　分
大　　学　　卒 高　　校　　卒

初任給 採用２年経過日の給料月額 初任給 採用２年経過日の給料月額

一般
行政職

本市 121,600円 135,300円 104,100円 111,700円

国 115,900円 128,100円 97,800円 104,100円

※初任給及び採用２年経過日とも、本市の給料月額は国よりも大学卒で１号給、高校卒で

　２号給高い金額となっています。

は
選
手
を
兼
ね
る
こ
と
が
出
来
ま

す
）
。
選
手
―
人
の
合
計
体
重
は
、

男
子
は

5
6
0
n
グ
ラ
ム
以
下
、
女
子

は
無
制
限
▼
参
加
費
…
無
料
▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
申
込
用

紙
（
市
民
体
育
課
所
定
）
に
必
要
事

項
か
明
記
し
、
1
1
月
2
5
日
困
ま
で

に
市
民
体
育
課
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

　
第
６
回
歴
史
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
せ
ん
せ
い
し
Ｊ
ラ
か
ん
よ
う
し

　
本
市
が
中
国
陸
西
省
咸
陽
市
と

友
好
都
市
盟
約
政
ｍ
結
し
て
一
年

が
経
過
。
咸
陽
市
は
西
安
市
に
劣

ら
ぬ
歴
史
か
痔
つ
て
い
未
了
。
咸

陽
市
に
ま
つ
わ
る
中
国
の
歴
史
に

つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
2
7
日
吻
、
午
後

２
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公

民
館
会
議
室
▼
テ
ー
マ
｡
｡
;
　
ｒ
咸
陽

市
は
世
界
的
歴
史
都
市
」
ト
秦
・
漢

・
唐
の
時
代
に
色
芦
こ
れ
て
～
▼

定
員
・
：
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
電
話
で
歴
史

資
料
館
（
豊
⑩
1
3
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

(62年４月１日現在)am員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 219,600円 265,200円 308,400円

高校卒 188,300円 226,900円 274,000円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をい

　います。

789

｜　　　　歴史資料館特別展一宇治の仏像－

｜“展示物の説明会。

　　★11月20日~12月11日の毎週金曜日、午後2時から歴史資料館で

　　　　　問い合わせ･歴史資料館（電話20-i311）

人形劇フェスティバル

★11月29日(日)

★正午に開場
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技
術
と
経
験
の
2
2
人

1
1
月
1
5
日
、
産
業
会
館
で
表
彰

　
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
一
つ
の
仕
事
に
取
り
組
み
、
優
れ
た
技
能
で
他
の
技

術
者
の
模
範
と
な
る
二
十
二
人
の
皆
さ
ん
を
、
第
十
六
回
宇
治
市
技
能
功
労
者
に
決

定
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
以
来
各
団
体
な
ど
の
推
薦
で
、
こ
れ
ま
で
に
三
百
五

十
四
人
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
地
道
な
努
力
と
探
求
心
で
技
能
を
磨
い

て
来
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
勤
労
感
謝
の
日
が
リ
ハ
ー
サ
ル
国
体
と
重
な
る
た
め
、

今
回
選
ば
れ
た
二
十
二
人
の
皆
さ
ん
は
、
十
五
日
に
産
業
会
館
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　
宇
治
市
技
能
功
労
者
の
表
彰
は
、

長
年
一
つ
の
職
業
に
就
き
、
傍
れ

た
技
能
を
有
す
る
人
の
功
労
を
た

た
え
る
と
共
に
、
社
会
的
・
経
済

的
地
位
や
技
術
水
準
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
未
了
。

　
選
考
基
準
は
、
▽
市
内
に
引
き

続
き
五
年
以
上
在
住
▽
市
内
の
事

業
所
に
五
年
以
上
従
事
▽
経
験
年

数
三
十
年
以
上
▽
満
六
十
歳
以
上

な
ど
で
す
。
市
内
の
商
工
業
者
の

団
体
な
ど
か
ら
推
蓼
具
貼
侯
補

者
公
辺
考
委
員
会
で
審
議
し
て
決

定
し
ま
す
。

　
昭
和
四
十
七
年
を
初
回
に
今
年

で
土
ハ
回
目
に
。
こ
の
間
表
彰
を

驀
Ｋ
れ
た
人
は
、
い
ず
れ
も
優

れ
た
技
術
名
広
え
て
来
ら
れ
た
三

百
五
十
四
人
で
す
。

　
今
回
表
彰
さ
れ
る
の
は
、
女
性

一
人
を
含
な
十
五
職
種
二
十
二
人

年
齢
で
は
六
十
歳
か
ら
最
高
七
十

九
歳
ま
で
、
経
験
年
数
も
三
土
〈

年
か
ら
最
高
六
十
五
年
と
、
い
ず

れ
も
旺
盛
な
探
究
心
と
地
道
な
努

力
で
長
年
技
能
を
磨
い
て
来
ら
れ

ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、
今
月
十
五
日
間
、

午
前
十
時
か
ら
、
宇
治
市
蓉
委

館
で
行
な
わ
れ
ま
ず
。
当
日
会
場

で
は
、
陶
芸
の
道
四
十
四
年
の
河

島
浩
三
さ
ん
に
、
ろ
ｙ
君
胞
っ

て
作
陶
の
見
事
な
技
能
か
蒋
一
露
し

て
い
た
だ
で
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
河
島
さ
ん
は
、
大
正
十
五
年
。

京
都
市
で
生
次
れ
、
工
業
学
校
の

図
案
科
か
卒
業
後
、
昭
和
土
八
年

に
国
立
陶
磁
器
試
験
場
へ
。
そ
の

後
五
年
間
程
、
備
前
や
信
楽
、
京

都
市
内
の
陶
房
で
修
業
。
昭
和
二

十
五
年
に
独
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
炭
山
に
は
二
十
年
前
に
、
作
陶

に
集
中
出
来
る
仕
事
場
を
求
め
て

移
住
。
廃
屋
忿
収
築
し
住
居
と
陶

房
を
構
え
ら
れ
ま
し
た
。
河
島
さ

ん
は
「
若
い
人
た
ち
牽
甲
心
に
、
も

っ
と
陶
工
か
扇
や
し
た
い
。
焼
き

物
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
ほ
と
ん

ど
の
こ
と
は
先
人
が
手
が
け
て
采

て
い
る
。
私
は
、
芸
術
性
の
高
い

作
品
よ
り
も
、
個
性
が
あ
り
、
し
か

も
現
代
牛
活
に
マ
ッ
チ
し
た
作
品

昭和63年度

宅地並み課税農地説明会

　11月19日から７会場で

づ
く
り
忿
信
条
と
し
て
い
ま
す
」

と
作
陶
へ
の
情
熱
を
語
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

受
賞
の
皆
さ
ん

陶
工
９

河
島
浩
三
（
六
一
）
Ｌ
炭
山
久
田
、

経
験
年
数
四
十
四
年

《
宮
大
工
９

岩
上
政
雄
（
七
九
）
＝
宇
治
野
神
、

経
験
年
数
六
十
五
年

（
調
理
職
》

伊
藤
八
重
子
（
七
五
）
山

楽
、
経
験
年
数
五
十
三
年

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
（
写
真
職
）

藤
浪
元
一
　
（
七
四
）
＝
宇
治
妙
楽
、

経
験
年
数
五
十
五
年

（
椎
茸
栽
培
職
》

本
田
嘉
一
　
（
六
九
）
＝
東
笠
取
平

出
、
経
験
年
数
三
十
九
年

宍
工
職
）

中
野
市
次
郎
（
六
六
）
＝
五
ケ
庄

芝
ノ
東
、
経
験
年
数
三
十
八
年

宅地並み課税農地の説明会日程表

11
/

28
出

11
/

27
倒

11
/

26
困

11
/

25
困

11
/
24
(火)

11
/

20
倒

11
/

19
困

月

日

宇
治
市
農
協
本店

宇
治
市
農
協
横
島
支店

宇
治
市
農
協
大
久
保
支
店

宇
治
市
農
協
伊
勢
田
支
店

宇
治
市
農
協
小
倉
支
店

宇
治
市
農
協
東
宇
治
支店

宇
治
市
農
協
宇
治
支
店

会

場

横
島
町
大
町
13

へ
⑩
１
２
４
１－

横
島
町
大
幡
26

－
⑩
３
０
０
７－

大
久
保
町
南
ノ
□

55
－
⑩
５
７
２
１－

伊
勢
田
町

･中

山２

－
⑩
４
４
５
１－

小
倉
町
久
保
99

－
⑩
２
１
３
８－

五
ヶ
庄
西
浦
41

－
⑩
2
･5
5

0－

宇
治
若
森
１
ノ１

－
⑩
０
６
３
６－

所

在

地

電
話
番
号

　
既
に
審
笠
み
課
税
が
行
な

わ
れ
て
い
る
農
地
に
加
え
て
昭

和
六
十
三
年
度
の
評
価
額
が
、

三
万
円
以
上
の
農
地
（
三
・
三

平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
）
に
も
新

た
に
宅
地
並
み
課
税
が
実
施
さ

れ
康
ｙ
。
こ
れ
は
、
五
十
七
年

度
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
も

《
建
築
技
術
９

池
村
光
次
（
六
二
）

経
験
年
数
四
十
八
年

《
左
官
９

田
中
常
彦
（
六
二
）
＝
宇
治
妙
楽
、

経
験
年
数
四
十
八
年

の
で
、
長
期
営
農
継
続
晨
地
の

認
定
を
営
け
る
と
、
一
部
税
額

の
徴
収
猶
予
、
及
び
納
税
義
務

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
実
施
に
際
し
、
次
の
と
お
り

説
明
怒
商
き
ホ
ｙ
。

▼
日
時
・
場
所
・
・
・
右
表
。
時
間

　
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９

（
大
工
職
〉

深
井
三
郎
（
六
二
）
１
伊
勢
田
町

南
山
、
経
験
年
数
四
十
二
年

〈
鉄
工
職
）

柳
沼
清
治
（
六
二
）
＝
広
野
町
小

根
尾
、
経
験
年
数
三
土
〈
年

《
板
金
職
》

森
本
璽
二
郎
（
六
一
）
＝
五
ケ
庄

日
皆
田
、
経
験
年
数
四
十
五
年

　
時
（
1
1
月
2
8
日
は
午
後
１
時

　
半
Ｌ
３
時
半
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
資
産
税
課

　
　
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
な
お
、
各
支
店
へ
の
都
合
が

つ
か
な
い
人
は
、
最
終
日
の
農

摯
缶
へ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
資
産
税
課
）

《
自
転
車
組
立
９

坪
田
満
治
（
六
一
）
客

林
、
経
験
年
数
三
十
七
年

（
鉛
溶
接
９

境
　
始
（
六
一
）
＝
宇
治
矢
落
、

経
験
年
数
四
十
三
年

　
　
三
。
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｛
一
一
ｍ
ｌ

、

娃
蕃

　
。
・
ｙ
万
～
府
立
…
…
…

¨
¨ 一
一
一
一
一
一一
一
。
一
に
一
大
〃
‘

《
大
工
９

川
西
久
夫
（
六
一
）
―
伊
勢
田
町

迎
Ｊ
、
経
験
年
数
四
十
二
年

《
製
茶
９

青
山
一
雄
（
六
一
）
―
宇
治
善
法
、

経
験
年
数
四
十
二
年

　
　
税
金
な
ん
で
も

　
　
相
談
室
を
開
設

　
十
一
月
十
一
日
か
ら
「
税
を

知
る
週
間
」
が
始
ま
り
未
了
。

税
全
冪
亡
ぐ
理
解
し
て
い
た

だ
ぐ
た
め
に
、
税
金
な
ん
で
も

相
談
室
を
開
設
。
お
気
軽
に
お

越
１
　
Ｉ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
1
1
月
1
4
日
出
、
午

前
1
0
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ

・
・
・
ニ
チ
柔
大
久
保
店
、
関
西
西

友
宇
治
店
▼
相
談
恨
Ｔ
宇
治

税
務
署
、
税
理
士
会
▼
問
い
合

わ
せ
・
・
・
宏
親
務
署
（
容
＠
4

1
4
1
）
へ
。
（
星
親
務
署
）

《
土
木
技
術
Ｓ

大
本
求
（
六
〇
）
―
大
久
保
町

上
ノ
山
、
経
験
年
数
三
十
七
年

（
電
気
工
事
９

内
川
益
次
（
六
〇
）
―
伊
勢
田
町

毛
語
、
経
験
年
数
四
十
年

790

第16回　宇治市技能功労者決まる

税
を
知
る
週
間
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